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１
　
所
在
地
　
　
　
大
阪
府
寝
屋
川
市
高
宮

・
小
路

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
二
年

（平
１４
）
三
月
―

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
①
大
阪
府
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
長
戸
満
男

５
　
遺
跡
の
種
類
　
祭
祀
遺
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
前
期
―
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
、
生
駒
山
西
麓
か
ら
派
生
す
る
丘
陵
地
が
河
内
平
野
へ
と
移
行
す

る
緩
や
か
な
傾
斜
地
に
位
置
し
て
い
る
。
今
回
の
調
査
は
第
二
京
阪
道
路
建
設

に
伴
う

一
連
の
調
査
で
、
面
積

は
二
人
七
〇
ポ
で
あ
る
。

調
査
の
結
果
、
縄
文
時
代
前

期
か
ら
近
世
に
至
る
遺
構
面
を

確
認
し
た
が
、
こ
の
う
ち
、
奈

良
時
代
後
期
か
ら
平
安
時
代
初

頭
の
遺
構
面
に
お
い
て
、
人

形

・
絵
馬

。
斎
串

。
人
面
土
器

な
ど
祭
祀
に
関
連
す
る
と
み
ら

れ
る
遺
物
を
多
量
に
含
む
河
川

（溝
）
跡
を
検
出
し
た
。

こ
の
河
川
は
、
幅
五
―
九

ｍ
深
さ

一
・
三
―

一
・
五
ｍ
を
測
り
、
五
〇
〇
本

を
数
え
る
杭
列
か
ら
な
る
三
カ
所
の
堰
と
護
岸
杭
列
を
備
え
て
い
る
。
南
か
ら

北
へ
向
か
い
、
や
や
西
に
方
向
を
振
り
な
が
ら
蛇
行
し
て
調
査
区
外

へ
と
続
く

が
、
今
回
の
調
査
で
は
こ
の
う
ち
約
二
五
ｍ
分
を
検
出
し
た
。
堆
積
土
は
粗
砂

や
粘
土
質
シ
ル
ト
が
激
し
く
攪
拌
さ
れ
た
状
態
で
あ
り
、
短
期
間
の
う
ち
に
決

水
な
ど
に
よ
っ
て
埋
没
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

遺
物
は
、
大
半
が
河
川
内
に
設
け
ら
れ
た
堰
に
引
っ
掛
か
っ
た
状
態
で
出
土

し
た
。
ほ
ぼ
完
形
に
近
い
墨
書
人
面
土
器
や
底
部
穿
孔
土
器
の
出
土
に
ま
じ
っ

て
、
馬
の
頭
骨
や
人
形

（人
面
描
画
の
も
の
を
含
む
ド

斎
串

・
木
簡

・
絵
馬

・

柄
杓

・
曲
物

・
編
物
な
ど
、
木
製
品
の
出
土
が
多
く
み
ら
れ
、
い
わ
ゆ
る
都
城

型

「水
辺
の
祭
祀
」
が
執
り
行
な
わ
れ
た
状
況
を
想
起
さ
せ
る
。

こ
の
河
川
よ
り
二
〇
〇
ｍ
東

へ
隔
て
た
台
地
上
に
は
、
総
柱
の
大
型
掘
立
柱

建
物
を
有
す
る
建
物
群
が
確
認
さ
れ
て
い
る

（高
宮
遺
跡
）。
ま
た
、
周
辺
の
調

査
区
か
ら
は
、
石
製
鈴
帝
の
巡
方

・
九
柄
、
墨
書
土
器

・
硯
の
出
土
が
相
次
い

で
報
告
さ
れ
て
お
り
、
人
世
紀
か
ら
九
世
紀

（出
土
土
器
は
平
城
Ⅱ
期
か
ら
平
安

Ｉ
期
に
該
当
す
る
遺
物
が
多
数
を
占
め
る
）
に
か
け
て
、
官
衛
的
特
色
を
濃
厚
に

も
つ
建
物
群
、
及
び
古
代
氏
族
の
起
居
が
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容
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と
霰
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寓
ｏ
　

７
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い
は
板
目
材
で
、
頭
部
を
圭
頭
に
作
り
、
上
部
に
左
右
か
ら
の
切
り
込
み
を

も
つ
。
下
半
部
の
形
状
は
折
損
の
た
め
不
明
。
表
面
に
は
計
六
文
字
の
墨
書
が

認
め
ら
れ
る
。
第

一
文
字
は
切
込
都
中
央
か
ら
書
き
始
め
ら
れ
て
い
る
。
高
岡

郷
は
河
内
国
に
は
文
献
上
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
ず
、
『和
名
抄
』
で
は
阿
波
国

三
木
郡

・
土
佐
国
高
岡
郡

。
播
磨
国
神
埼
郡
な
ど
に
み
ら
れ
る
。

②
は
板
目
材
で
、
裸
馬
を
描
く
絵
馬
で
あ
る
。
左
向
き
に
描
か
れ
た
雄
馬
の

右
前
肢
横
に

「神
馬
」
の
二
文
字
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
右
下
隅
に
並
ん
だ
二

つ
の
穿
孔
を
も
つ
こ
と
か
ら
折
敷
の
転
用
品
と
み
け
れ
る
。
上
部
中
央
に
も
穿

孔
が
み
ら
れ
、
紐
な
ど
を
通
し
て
懸
け
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
な
お
、

こ
の
絵
馬
は
、
馬
具
に
節
ら
れ
た
白
馬
を
描
い
た
絵
馬

（参
考
図
）
と
重
な
っ

た
状
態
で
出
上
し
た
。

９
　
関
係
文
献

前
田
義
明

・
長
戸
満
男

・
黒
須
亜
希
子

・
島
田
裕
弘

「讃
良
郡
条
里
遺
跡

・

小
路
遺
跡
出
土
の
木
製
遺
構
に
つ
い
て
」
（例
大
阪
府
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『大
阪
文

化
財
研
究
』
二
三
、
二
〇
〇
三
年
）

島
内
洋
二

「出
土
絵
馬
小
考
―
讃
良
郡
条
里
遺
跡
出
土
の
絵
馬
に
つ
い
て
」

（側
大
阪
府
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『大
阪
文
化
財
斬
究
』
二
三
、
二
〇
〇
三
年
）

（黒
須
亜
希
子
）
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(参考)馬具に飾られた白馬を描く絵馬




